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例　　　言
１．本書は国立善通寺病院改修事業に伴い，平成 13・14 年度に実施した旧練兵場（きゅうれんぺじょう）

遺跡の発掘調査事業のうち，平成 13 年 4 月から平成 14 年 7 月までの調査内容をまとめた概要報告書

である。

２．本遺跡は，香川県善通寺市仙遊町２－１－１　に所在する。

３．発掘調査は，厚生労働省から委託された香川県教育委員会が調査主体となり，財団法人香川県埋蔵文

化財調査センターが調査担当者として実施したものである。

４．発掘調査体制は以下のとおりである。

　香川県教育委員会事務局文化行政課

　課長　北原和利　副主幹　大山真充　係長　西岡達哉（～ 13 年 3 月）片桐孝浩（13 年 4 月～）　　　

　文化財専門員　古野徳久・宮崎哲治（～ 13 年 3 月）・佐藤竜馬（13 年 4 月～）

　財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

　所長　小原克己　　次長　川原裕章（～ 13 年 3 月）・渡部明夫（13 年 4 月～）

　主任文化財専門員　藤好史郎　　　　参事　梅木正信・ 河野浩征　　　　文化財専門員　森下英治　　

　主任技師　黒木康弘　　　調査技術員　森 麻子

５．本書挿図中の座標は第４系国土座標値に基づき，レベル高はすべて T.P. である。挿図の一部に国土交

通省国土地理院発行の数値地図「50,000 分の 1 地形図」を使用した。

６．発掘調査にあたっては，国立善通寺病院，善通寺市教育委員会，その他関係各位より多大なご協力，

ご援助を得た。

７．本書の執筆，編集は森下が行った。
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１．調査に至る経緯と経過

　旧練兵場遺跡は旧日本陸軍善通寺練兵場用地が戦後再開発された際，弥生時代を中心とする壷棺等の墳墓遺

構が発見されたことによって確認された遺跡である。遺跡は仲村廃寺（伝導寺跡）を東端とし，西は現弘田川

沿いまでを含む約 50ha に広がり，遺跡内には厚生労働省所管の国立善通寺病院や，農水省所管の独立行政法

人 近畿中国四国農業研究センター 四国研究センターなどの公共機関が存在する。

　平成 11 年秋，厚生労働省四国厚生支局および国立善通寺病院より県教育委員会事務局文化行政課へ，今回

の事業に関する照会があった。照会内容は，国立善通寺病院統廃合に伴う改修事業予定地において，対象とな

る範囲の一部について事前に発掘調査を行い，遺跡内容の確認と記録を作成するというものである。協議の結果，

平成 12 年度大規模発掘調査事業の当初計画に組み入れ，12 ヶ月で 8,000 ㎡の範囲の発掘調査を行うことで合

意したが，予算確保等の関係上，平成 13 年度に実施する運びとなった。

　平成 13 年度の発掘調査は，4 月 12 日～ 18 日に予備調査を行い、調査範囲内の遺構遺存状況を確認した後，

4 月 23 日から本調査を開始した。調査の結果，弥生時代のみならず古代の条里遺構の遺存状態も良好である

ことが判明した。しかし想定を上回る遺構密度と遺構の重複に手間取り，最終的には平成 13 年度の 12 ヶ月で

3,250 ㎡の調査面積となった。引き続き，平成 14 年 4 月～ 7 月の 4 ヶ月をを要して，750 ㎡の調査を行った。

平成 13 年 10 月 28 日には現地説明会を実施し，約 150 人の見学者があった。なお，調査区は写真１に示し

たように，調査順にしたがって A 区（1,000 ㎡）Ｂ区 (1,000 ㎡）Ｃ区 (500 ㎡）Ｄ区（470 ㎡）Ｅ区（630 ㎡）

Ｆ区（400 ㎡）の５区画に区分した。

　調査記録は平面図・断面図を実測により作成し，適宜調査員による写真撮影，併せてクレーンによる俯瞰撮

影・写真測量を行った。また，弥生時代中期の掘立柱建物より出土した焼土塊の熱ルミネッサンス分析を奈良

教育大学長友恒人氏に，出土獣骨・植物遺体等の鑑定を国立奈良文化財研究所の松井章氏にそれぞれ依頼した。

鍛冶関連遺構・遺物については愛媛大学村上恭通氏より指導を受け，たたら研究会大澤正己氏による冶金学的

分析所見を受領した。
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図１ 旧練兵場遺跡における発掘調査地分布図
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２．周辺の遺跡と既往調査の概要

　旧練兵場遺跡が所在する香川県善通寺市は丸亀平野の西端に位置する。遺跡の南および西は大麻山などの山

塊が迫り，その前面に形成された扇状地を弘田川が北流する。遺跡はこの川が形成した扇状地の緩やかな傾斜

面に展開する。扇状地形成段階に堆積した砂岩を中心とする砂礫層は，丸亀平野の現地表下－５ｍまでの範囲

に認められる（森下編 1997）。今回の調査範囲内にも，円礫層を基盤とする遺構面がみられた。この礫層を覆

う黄色系シルト層には縄文期の遺物を含むことがある。既往調査資料（片桐編 1996）や近隣の永井遺跡など

では，縄文時代後期ごろの土器・石器が確認されている（渡部編 1990）。弥生時代および古代の遺構はこの黄

色系シルト層を基盤とする。

　弥生時代前期は金倉川や弘田川の河川沿いに概ね５km ほどの間隔を保ちながら遺跡群が分布する。中の池

遺跡は 5 重の環濠を有する環濠集落である。そのほか龍川五条・五条・三井などでも環濠が知られ，前期集落

では一般的に環濠をもつが，当遺跡ではまだ環濠の有無は明かでない。龍川五条遺跡では環濠に囲まれた居住

域とそれに付属する墓域があり，墓域には周溝墓と木棺墓が分布する（信里 2002）。

　前期後半あるいは中期前半から始まって凹線文が盛行する中期後半まで継続する遺跡は少ないが，旧練兵場

遺跡は前期から連綿と各時期の遺構が確認されており，平野内では異質である。中期後半には矢ノ塚遺跡（薦

田編 1987）や月信遺跡（笹川編 1991），吉原火上山遺跡（岩橋 1991）など丘陵裾や丘陵斜面に立地する遺

跡が多く，平野中央部では遺跡分布が希薄である。各遺跡では掘り形が方形となる掘立柱建物が特徴的である。

丘陵を控えた扇状地斜面部に立地する矢ノ塚遺跡は，周溝をもつ竪穴住居跡を中心に複数の掘立柱建物が付属

する２～３つの単位に区分することができる。掘立柱建物は梁間が１間で長く，当地域に特徴的な掘立柱建物

で，旧練兵場遺跡でも普遍的に分布する形式である。なお当遺跡周辺山塊では青銅器類が特に集中して出土する。

弥生中期におけるこの地域の拠点性が窺える（森下 1999）。

  後期中葉では旧練兵場遺跡を中核として周辺微高地に稲木遺跡（笹川 1989・西岡 1989）や九頭神遺跡（笹

川 1988）などが出現する。稲木遺跡ではヤリガンナや刀子など鉄器が多く出土する。後期後半から終末期に

至ると，各遺跡とも集落規模および居住遺構の密度がきわめて高くなる傾向が窺え，古墳時代前期前半まで継

続する。

　墓制は後期後半から終末期にかけて王墓山古墳下層から箱式石棺や小竪穴式石室などが出土（笹川編 1992）

し，旧練兵場遺跡内の仙遊遺跡（笹川編 1986）や周辺の九頭神遺跡（笹川編 1988）でも同様の墳墓が確認さ

れている。そのほか今回の調査でも出土した土器棺墓も後期後半を初現として遺跡内に多数分布しており，当

遺跡南西の香色山一帯にも多く分布する（笹川編 1996）。

　古代は稲木遺跡や金蔵寺下所遺跡などにおいて７世紀中葉に掘立柱建物を主体とする集落が確認されている。

これらは７世紀末から８世紀初頭に至ると一斉に現在の条里型地割に合致する方向に建物が改築されている（森

下 1997）。また善通寺市街地内の生野本町遺跡では同時期の長大な柱穴列が確認されており，官衙的性格が推

定されている（國木 1993）。善通寺市内では古代寺院が２カ寺存在する。仲村廃寺は当遺跡の一角に位置し，

昭和 63 年度の発掘調査（笹川編 1984）で，磁北から 10 ゜西偏した土壇が確認されており，周辺の条里型地

割の方向とは合致しない。それに対して，善通寺跡は現存する築地基壇の方向性が地割合致する。仲村廃寺で

は面違鋸歯文を周縁に施文する川原寺式軒丸瓦が出土しており７世紀後半代の築造が予想される。

　当遺跡の既往調査を概観すると，戦後から郷土史家を中心とした有志の手により，当時としてはレベルの高

い調査が実施されている（矢原 1973）。昭和 33 年には尽誠学園に伴う初めての発掘調査が行われ，弥生時代・

古墳時代の集落跡であることが確認された（尽誠学園史学会 1959）。昭和 57 年以後の行政機関による発掘調

査は主に公共工事に伴うものであるが，着実に調査成果を蓄積し，微地形が判明しつつある。中谷川を北限と

する範囲において，大小の埋没流路に区切られた複数の微高地が存在することがわかる（図１）。
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図２ 旧練兵場遺跡周辺弥生時代遺跡分布図
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1　旧練兵場　（縄文～現代）

2　九頭神 　（弥生後）

3　甲山北 　（弥生前）

4　香色山 　（弥生後）

5　北原 　（弥生後初）

6　吉原火上山  （弥生中末）

7　月信 　（弥生中中葉）

8　西碑殿 　（弥生中末）

9　矢ノ塚 　（弥生中～後）

10 天霧山南東麓（弥生中）

11  船岡山 　（弥生後）

12  三井 　（弥生前）

13  永井 　（縄文後～弥生）

14  稲木 　（弥生前・後）

15  金蔵寺下所（弥生前）

16  山南 　（弥生前）

17　道下 　　（弥生前）

18　中の池 　　（弥生前）

19　平池西 　　（弥生前）

20　平池南 　　（弥生前～後）

21　五条 　　（弥生前）

22　龍川五条　　（弥生前）

23　龍川四条　　（縄文晩・弥生後）

24　三条黒島　　（弥生前）

25　郡家原 　　（弥生後）

26　郡家一里屋　（弥生後）

27　川西北七条１（弥生後 ）

28　川西北鍛冶屋（弥生前 ）

29　飯野東二瓦礫（弥生後 ）

30　飯野山西麓　（弥生中・後）

31　買田岡下　　（古墳前）

32　吉野下秀石　（古墳後）

33　羽間 　　（弥生後）

34　室塚 　　（弥生後　墳墓）

35　下川津 　　（弥生前・後）

36　川津中塚　　（弥生後）

37　川津下樋　　（弥生前・後）

38　川津二代取　（弥生前・後）

39　西又 　　（弥生前・中）

40　川津一ノ又　（弥生中・後）

41　川津東山田　（弥生後）

42　川津川西　　（弥生中・後）

43　弥谷山 　　（青銅器）

44　我拝師山　　（青銅器）

45　北原シンネバエ（青銅器）

46　瓦谷 　　（青銅器）

47　陣山 　　（青銅器）

48　佐岡 　　（青銅器）

49　青野山 　　（青銅器）

50　角山 　　（青銅器）

51　金山 　　（サヌカイト原産地）

52　双子山 　　（サヌカイト原産地）

53　黒藤山 　　（前方後円墳）

54　王墓山 　　（前方後円墳）

55　野田院 　　（前方後円墳・積石）

56　北向八幡神社（前方後円墳）

57　磨臼山 　　（前方後円墳・石棺）

58　丸山 　　（前方後円墳・積石）

59　田尾茶臼山　（前方後円墳）

60　吉岡神社　　（前方後円墳）

61　連尺茶臼山　（前方後円墳）

62　三の池 　　（前方後円墳）

63　大窪経塚　　（前方後円墳）
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SX36

SK42

SR01

X=136,000-a

X=136,010-a

X=136,020-a

X=135,960-a

X=135,970-a

X=135,980-a

X=135,990-a

Y=25,160-b

Y=25,170-b

Y=25,180-b

Y=25,190-b

Y=25,200-b

Y=25,210-b

a=0.725
b=0.193

Y=25,220-b

図３ 平成 13 年度・平成 14 年度上半期 遺構全体分布図

ＳＲ０２

ＳＲ０１

ＳＸ３６

ＳＫ４２
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写真１　平成 13 年度・平成 14 年度上半期調査範囲空中写真

B 区

A 区

C 区

D 区

E 区

F区
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　３．調査地の地形と縄文時代晩期～弥生時代前期の遺構・遺物

　調査地内には北側と南側の 2 箇所に低地帯がある。調査地北端で東から西へ流れる自然流路 SR02 では，現

地表下約３ｍで縄文時代晩期後半古相の突帯文土器（1 ～ 3）・石器や堅果類・植物種子等の自然遺物を含む茶

色泥炭質層を確認した。河床堆積の砂礫層に挟まれ，層厚約 15cm で確認できる。その上部には層厚約 10cm

の黒色粘土層が堆積し，弥生時代中期中葉の土器・板状木製品などが出土する。SR02 の基盤層は扇状地堆積

の砂岩円礫層と砂層の交互層である。この場所の扇状地堆積の下限が縄文時代末であったことを示す。

　一方，調査区南端で確認した自然流路 SR01 は，幅 10 ｍ以上の流路である。扇状地堆積礫層の浅い窪地に連

続的に堆積した黄色系土層の一単位にコンテナ２箱ほどの弥生前期前半の土器群が含まれる。明確な開析肩は

確認できなかったが，土器群はレベルを揃えて比較的密集して出土したことから，一時期の窪面に短期間に投

棄されたものと目される。SR01 土器群出土層は扇状地堆積終了後に残った後背湿地の最終埋没層である。弥

生前期以後，両低地帯に挟まれた微高地には弥生時代から現代までの遺構が同一面で重複・密集する。

　弥生時代前期の遺構はＣ区で直径 0.5 ～ 1 ｍの土坑を 3 基確認した。調査区西壁際の SX36 は直径 1 ｍ，深

さ 0.55m の円形土坑である。埋土は基盤土ブロック・礫とともに遺存状態が良好な土器（5 ～ 13) を含み，短

期間で埋め戻されたものと考えられる。壷 (5 ～ 7）2 点は口縁部が無段で外反が弱く，甕は 2 条単位の沈線文

間に木葉文系モチーフを施すもの (10)，口縁から大きく下がった位置に刻目突帯を貼付する突帯文系甕 (13) な

どがあり，口縁部の外反度も弱い。前期前半期でも古相を示す一群である。同時期の遺構は，平成 8 年度弘田

川西岸調査区で筒状土坑１基，平成 12 年度元興寺調査区で自然流路が確認されている。SK42 はＣ区北東付近

で確認した直径約 1 ｍ，深さ 0.45 ｍの土坑である。埋土の状況は SX36 と同様に，短時間のうちに遺存良好

な土器を伴って埋め戻されたものと考えられる。埋土中より，前期前半新相の壷・甕が出土している。

写真２　E区 SR02 全景（南より） 写真３　F区 SR01 全景（東より）

写真４　SR01 弥生前期土器出土状況 写真５　D区 SK42（東より）
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図５ 縄文晩期・弥生前期土器実測図
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1～3 B区 SR02最下層   4～14 C区 SX36

0 10cm
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４．弥生時代中期の遺構・遺物

　中期の遺構は微高地上で竪穴住居１棟，掘立柱建物 22 棟，溝 1 条，方形土坑 2 基，不整形土坑 1 基を確認した。

北側自然流路（低地帯）SR02 では縄文時代晩期堆積層を覆う黒色シルト層より多量の土器と少量の木製品が

出土している。出土土器は中期前半新相から後半古相が主体である。黒色粘土層の上部は淡黄灰色系のシルト

層が約 0.6 ～ 1.0 ｍの厚さで堆積する。この層には中期後半新相の土器が多く，最終堆積層に後期初頭頃の土

器片を含む。

　竪穴住居Ｄ区 SH55 は直径 8 ｍの壁溝様の周溝内側に主柱穴列，直径 3.3 ｍ，深さ 7 ｍの円形掘り方，その

中央部に炭化物埋積土坑が備わるもので，中期末に所属する。掘立柱建物は梁間 1 間で桁行 2 間ないし 3 間，

面積 15 ～ 25 ㎡が主体である。柱穴は概して規模が大きく平面方形と円形がある。一辺（直径）0.7 ～ 1.5 ｍ，

深さ 0.5 ～ 1.0 ｍで柱痕は 20 ～ 30cm を主体に，一部 60cm サイズのものもある。掘り方内の埋土はいずれ

も基盤土に類似し，掘削前の基盤整地を伺わせる。建物主軸方位で数群のグルーピングが可能だが，今後出土

土器の検討を経て，詳細な変遷を復元する作業が不可欠である。Ａ区 SB04（図 7）は柱穴上部に柱抜取穴を留

める。抜取穴には多量のブロック状焼土が認められた。焼土は片面が赤く被熱し，片面が褐色を呈して脆い。

同様の焼土は建物の北東部の不整形土坑 SX23 でも多量に出土した。Ｂ区 SB10 は桁行 7 間の長大形の建物で

ある。面積は検出範囲において 48 ㎡で，梁間１間のタイプとしては県下最大級である。これらの建物は凹線

文出現直前から中期末までの時期幅をもつ。柱構造は桁行の柱間の長短によって数種に区分可能だが，柱穴規

模が大きい点，梁間が長く桁行の柱間が短いなどの共通した特徴から，これらの掘立柱建物は高床式の倉庫で

ある可能性が高い。

　溝 SD86 は C 区から D 区に北流し北端で

緩やかに東に屈曲する。中期後半新相の土

器群（図 8-15 ～ 23）がまとまって出土した。

D 区 SH54 は溝に隣接する一辺 2.4 ｍの方

形土坑である。壁溝を有し，同時期の竪穴

住居の可能性もある。Ｆ区では長辺 2.3 ｍ，

短辺 1.9 ｍ，深さ 0.42 ｍの方形土坑 SK40

がある。埋土中に多量の炭化物が遺存する。

これらの竪穴住居，溝，土坑については，

いずれも中期後半新相である。一方，多数

確認された掘立柱建物は多くが中期後半中

相以前に位置づけられる。両者の所属時期

が異なることから，倉庫群から居住域への

土地利用の変化が推定できる。

　Ｅ区自然流路 SR02 は掘立柱建物と同時

期である。下層の黒色シルト層より，多量

の土器とともに，木製農具や板状木製品な

どが出土した。同じ層位で出土したサヌカ

イト板状大形剥片（重量 2.7kg）は，刃部

に顕著な使用痕が認められる。祭祀遺物と

して分銅形土製品が 2 点出土している。　

図６ 弥生時代中期遺構分布図
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遺構番号 調査区 時　期 構造 桁行（ｍ）梁行（ｍ）面積（㎡） 柱穴形状 柱穴規模 (cm） 柱痕規模 (cm) 主軸方位 備　　考

ＳＢ０１ Ａ区 奈良 ２×３？間 5.9 3.5 20.7 円形 φ 60 φ 20 N-31-W 総柱構造

ＳＢ０２ Ａ区 古墳？ ２×３間 5.9 4.2 24.8 円形 φ 65 φ 25 N-10-W 束柱付属

ＳＢ０３ Ａ区 Ⅳ－１ １×３間 7.5 2.8 21.0 方形 一辺 60 φ 20 N-18-W 東側は平成 9 年度調査

ＳＢ０４ Ａ区 Ⅳ－１ １×３間 7.3 2.8 20.4 方形 一辺 70 ～ 102 φ 20 ～ 35 N-7-W 柱抜取，焼土投棄

ＳＢ０５ Ａ区 Ⅳ－３ １×？間 不明 2.0 不明 方形 一辺 80 不明 N-13-W

ＳＢ０６ Ａ区・Ｂ区 Ⅲ－３ １×３間 5.7 2.8 16.0 方形 長辺 110 不明 N-25-E

ＳＢ０７ Ｂ区 Ⅳ－１ １×２間 6.0 2.9 17.4 円形 φ 100 ～ 120 φ 30 N-33-E

ＳＢ０８ Ｂ区 Ⅳ－２ １×３間 6.7 2.6 17.4 方形 長辺 80 ～ 100 φ 30 N-10-W

ＳＢ０９ Ｂ区 Ⅳ－１ １×３間 6.7 3.0 20.1 円形 φ 70 ～ 90 φ 30 N-0-W

ＳＢ１０ Ｂ区 Ⅲ－３ １×７間 16.0 3.0 48.0 方形 一辺 90 ～ 100 φ 28 ～ 35 N-28-W 管玉１点

ＳＢ１１ Ｂ区 Ⅳ－１ １×２間 4.3 3.0 12.9 方形 一辺 70 ～ 90 φ 20 N-0-W

ＳＢ１２ Ｃ区 Ⅳ－１ １×３間 8.5 3.0 25.5 方形 長辺 150 φ 30 ～ 60 ？ N-5-W

ＳＢ１３ Ｃ区 Ⅲ－３ １×３間 5.5 2.8 15.4 方形 一辺 70 ～ 90 φ 25 N-20-W 流紋岩根石

ＳＢ１４ Ｃ区・Ｆ区 Ⅲ－２ １×２間 5.3 3.3 17.5 方形 一辺 80 ～ 100 φ 20 N-25-E 流紋岩根石

ＳＢ１５ Ｃ区 Ⅳ－１ １×３間 7.0 2.7 18.9 円形 φ 80 ～ 120 φ 20 N-10-W

ＳＢ１６ Ｂ区・Ｄ区 Ⅳ－２ １×３間 7.8 2.9 22.6 円形 φ 80 ～ 100 φ 20 N-25-W 柱抜取，焼土投棄

ＳＢ１７ Ｄ区 Ⅳ－２ １×３間 5.4 2.4 13.0 円形 φ 80 ～ 100 φ 20 N-20-W

ＳＢ１８ Ｃ区・Ｄ区 Ⅳ－２ １×２間 4.3 2.5 10.8 円形 φ 60 ～ 80 φ 20 N-35-E

ＳＢ１９ Ｂ区 Ⅴ－２ １×２＋間 4.5 ＋ 2.8 12.6 ＋ 円形 φ 60 ～ 80 φ 20 N-15-W

ＳＢ２０ Ｂ区 Ⅳ １×２＋間 4.0+ 3.2 12.8 方形 一辺 80 ～ 100 φ 20 N-25-E

ＳＢ２１ Ｆ区 Ⅳ－２ １×２間 8.2 3.0 24.6 方形 一辺 80 ～ 100 φ 20 N-10-W 桁行柱間が広い

ＳＢ２２ Ｂ区 Ⅳ－１ １×２間 4.9 2.3 11.3 円形 φ 60 ～ 80 φ 20 N-25-E

ＳＢ２３ Ｂ区 Ⅴ－１ １×２＋間 3.5+ 2.5 8.8+ 円形 φ 60 ～ 80 φ 20 N-34-E

ＳＢ２４ Ｂ区 Ⅳ－１ １×１間 3.7 2.6 9.6 方形 一辺 80 ～ 100 φ 20 N-25-W

ＳＢ２５ Ｂ区 Ⅳ－１ １×２間 5.5 3.2 17.6 方形 一辺 70 ～ 90 φ 20 N-15-W

ＳＢ２６ Ｂ区 Ⅳ １×２間 4.6 2.0 9.2 円形 φ 50 ～ 80 φ 20 N-10-W

※重複関係  （古）SB10 → SB09 → SB07 → SB08（新）

※時期 SB01・02 以外は弥生時代所属　弥生時期区分は 大北編 2001 及び 森下 2000 に準拠　今後の整理で変動余地あり

表１　掘立柱建物一覧表（弥生時代以後を含む）

写真６　B区 SB10 全景（西より）

写真７　A区 SB04 全景（東より）

写真８　SB04 柱痕跡断面

写真９ 柱抜取後の土器投棄 写真 10 柱痕内焼土
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焼土

焼土 根石 抜取後投棄の
安山岩板石

0 2ｍ
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図７ 掘立柱建物 SB04 および土坑 SX23 実測図

図８ 溝 SD86 出土遺物実測図
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５．弥生時代後期・終末期の遺構・遺物

　微高地における後期・終末期の遺構は竪穴住居（39 棟）が主体である。ほかに土器棺（3 基），土坑（6 基），

井戸状遺構（１基）がある。これらの遺構は，激しく重複しつつ継続して構築されており，遅くとも後期後半

古相以後は，遺跡内の他の微高地と同様，複数の竪穴住居が建て替えを行いながら同時かつ継続的に存在する

景観が想定できる。竪穴住居は，埋没途上に土器投棄を行うもの，炭化材や焼土が伴う焼失住居，基盤層ブロ

ックを多数含み埋め戻したことが明らかなものなど，埋没状態は多様である。竪穴住居の出土遺物には銅鏃・

玉類が比較的多く認められた。

　北側の低地帯 SR02 には中期堆積層の最上部に後期初頭段階の堆積層（SR02 中層最上部）が部分的に存在す

る。それらの層を切り込んで，完形品を含む多量の後期後半の土器を伴う溝を確認した（SR02 上層溝）。また

溝埋没後にその上部を覆う堆積層（SR02 上層）には，終末期の夥しい土器片等が含まれる。出土遺物中には

獣骨なども含まれており，居住域に隣接する廃棄物投棄の場と考えられる。SR02 上層溝土器群・SR02 上層土

器群中には，備後・吉備・伊予・土佐・豊後・播磨などからの搬入・搬入系土器が含まれ，特に後期前半から

後半古相に多い。また低地帯内の後期後半～終末期堆積層中では短冊形の鉄片や大粒の球状滓・微小鉄片など

の鍛冶関連遺物が出土する。後期前半堆積層でも小粒ではあるが同様の球状滓が出土するなど，鉄生産関係資

料の存在が確認できた。

＜竪穴住居の概要＞

　主な竪穴住居を表 2 にまとめた。後期前半が 3 棟（円 2 方１）＋α。後期後半が 15 棟で円形が多く貼出付

を含む。終末期は 20 棟でいずれも方形で

ある。柱構造は後期前半の円形住居が多角

形主柱，後期後半が多角形主柱・4 本主柱

があり，終末期には 2 本主柱と 4 本主柱

がある。なお，小形方形の住居では中央部

に小ピットを主柱穴とするもの（SH09・

SH29・SH39・SH52）がある。いずれも

廃絶にあたって多量の土器を投棄する。

　時期を問わず竪穴住居の床面には貼床が

施される。貼床は特に「ベッド状遺構」と

呼ばれる有段部の形成と関連する。有段部

は例外なく貼床によって作られており，貼

床層を切り込んで壁面沿いに小溝（壁溝）

が廻る。SH27 では有段部の段下端に留板

の痕跡が認められた（図 13）。数回の建て

替え（床の貼替え）が行われているが，最

終床面の段下端部に直線的な板痕跡が見

られることから，板材を横に渡して段の土

留めを行っていたものと考える。また，有

段部貼床の下部に幅 20 ～ 30cm の浅溝

を廻らせるものもある。SH31 は主柱穴列

と壁溝との間に溝をめぐらせる（図 10）。

SH04 は壁溝にかなり近い位置に幅広の溝

図９ 弥生時代後期後半～終末期遺構分布図
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を廻らせる（図 12）。これらは住居構築工程に由来する可能性が考えられる。SH04 では有段貼床部埋土中よ

りガラス小玉が１点出土した。また，住居の一部が方形に張出す平面形態もある。SH04・SH10・SH51 は円

形住居，SH09 は方形住居にそれぞれ張出し部をもつ。

　床面炉跡は住居中央にピット様の深い土坑を留めるもの (b)，浅い土坑に炭化物が薄く堆積する長楕円形のも

の (a)，両者が組合わさるものなどがある (a+b)。SH04・SH27・SH31 は両者の組合せが見られ，播磨地域な

どで多く分布するいわゆる「１０型中央土坑」（多賀 1996）と呼ばれるものに類似する。ただし，播磨とは土

坑配置の方位が異なるようである（松本 2000）。a+b の形態は終末期の住居では見られず，後期後半を下限と

する。終末期は a 形態が主体である。

　また，SH42 は垂木が放射状に床面に焼け落ちた焼失住居である。床面直上には被熱して赤化しさらに硬化

した焼土が多量に出土した。出土状況からみて一部に土壁あるいは土葺屋根が用いられたことを示す。これと

は別に，埋土中にブロック状にまとまった焼土が出土することもある。床面直上もしくは床面から 5cm 程度浮

いて出土する。炭化材を伴わない焼土塊は，後述する鍛冶作業との関係を考えることも必要である。

　以下，主に竪穴住居出土土器に関して説明を加える。

調査区 遺構番号 時　期 形　状 張出 床段 長辺 (m) 短辺 (m) 面積 ( ㎡ ) 柱構造 炉跡形状 備　　考

A 区 SH01 終末期 方形 無 不明 4.7 - - 4 本主柱 - 砥石･鉄鏃

A 区 SH02 終末期 隅丸方形 無 有 3.8 3.6 10.8 2 本主柱 a+b

A 区 SH04 後期後半 円形 有 有 6.4 5.5 34.2 5 本主柱 a+b ｶﾞﾗｽ玉・複数焼土面

A 区 SH05 後期後半 円形 無 不明 5.5 5.5 23.7 4 本主柱 b 炉跡取付溝

A 区 SH06 終末期 隅丸方形 無 有 3.7 3.4 12.6 2 本主柱 a 鉄器･ｶﾞﾗｽ玉

A 区 SH07 後期後半 円形 無 不明 4.8 4.8 18.1 不明 不明

A 区 SH09 後期後半 方形 有 無 3.1 2.7 8.7 中央 1 本柱 無 土器廃棄

A 区 SH10 後期後半 円形 有 有 6.2 5.3 26.0 不明 不明 焼土面

A 区 SH11 終末期 方形 不明 不明 3.2 - - 不明 不明 調査区南端

A 区 SH12 終末期 方形 不明 不明 - - - 不明 不明 SD01 に切られる

A 区 SH13 終末期 隅丸方形 無 不明 4.2 3.4 14.3 2 本主柱 a 管玉

A 区･ C 区 SH14 後期後半 多角形 ? 無 不明 6.0 6.0 32.0 不明 b ？ 銅鏃･勾玉

A 区 SH15 終末期 方形 無 有 5.9 5.9 34.8 4 本主柱 不明 砥石

A 区 SH16 終末期 方形 ? 不明 不明 - - - 4 本主柱 a+b

A 区 SH17 終末期 方形 無 不明 4.7 4.5 21.2 4 本主柱 不明 規模復元

A 区 SH18 終末期 方形 有 不明 4.2 4.0 16.8 4 本主柱 不明 規模復元

A 区 SH22 終末期？ 方形 ? 不明 不明 - - - 4 本主柱 不明 主柱穴間 3.7m

A 区 SH23 終末期？ 方形 不明 有 - - - － 不明 調査区西壁で確認

B 区 SH27 後期後半 円形 無 有 5.8 5.7 26.0 4 本主柱 a+b 銅鏃・建替数回

B 区 SH28 後期前半 円形 無 有 - - - 8 本主柱 b? 中央下段部径 3.0 ｍ

B 区 SH29 後期前半 方形 無 無 2.7 - - 不明 無 板状鉄斧・複数焼土面

B 区 SH31 後期前半 円形 無 有 6.3 6.3 31.2 7 本主柱 a+b 朱精製容器・床面より石鏃

C 区 SH35 後期後半 円形 無 有 7.4 7.0 40.7 多角主柱 b × 3 基 銅鏃･ｶﾞﾗｽ玉・複数焼土面

C 区 SH36 後期後半 隅丸方形 無 有 6.2 6.1 30.2 4 本主柱 b

C 区 SH37 後期後半 円形 無 不明 6.8 6.8 36.3 5 本主柱 b 生粘土塊

C 区 SH38 後期後半 円形 無 有 7.4 6.8 39.6 6 本主柱 a+b 鉄器

C 区 SH39 終末期 方形 無 有 3.7 3.3 12.2 2 本主柱 a 砥石･焼土塊

C 区 SH41 終末期 方形 無 有 4.8 4.5 21.6 4 本主柱 a 銅鏃

C 区 SH42 終末期 隅丸方形 無 無 5.9 4.8 28.3 4 本主柱 a 銅鏃・焼失住居

C 区 SH44 終末期 方形 無 有 4.7 4.4 20.7 4 本主柱 a 銅鏃

C 区 SH46 後期後半 円形 不明 不明 4.6 4.6 16.6 4 本主柱 b ？

C 区 SH48 後期後半 円形 無 有 5.4 5.2 22.1 6 本主柱 b ガラス玉

C 区 SH49 後期後半 円形 不明 不明 4.5 4.5 15.9 4 本主柱 不明

C 区 SH50 終末期 方形 無 有 3.6 3.1 11.1 4 本主柱 a 鉄片・ガラス玉

C 区 SH51 後期後半 多角形 有 有 4.9 4.8 19.7 5 本主柱 c 鍛冶炉・鉄片

C 区 SH52 終末期 方形 無 無 4.3 3.9 16.8 1 本主柱 無 鉄片・焼土塊

D 区 SH54 中期末 方形 無 無 2.4 - - 無 無

D 区 SH55 中期末 円形 無 有 8.3 8.3 54.1 多角主柱 b 炭化物塊

F 区 SH56 終末期 方形 無 有 3.5 3.5 12.3 2 本主柱 a 銅鏃

F 区 SH59 終末期～古墳前 方形 無 有 - - - 2 本主柱 a 線刻土器

表２　主要竪穴住居一覧表
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図１０ 竪穴住居 SH31 および出土遺物実測図

　＜ SH31・SK11 出土土器＞（図 11）

　後期初頭の土器資料である。24 は口縁部に粘土帯を貼付する広口壷。粘土帯下端部の接合痕は明瞭で，粘

土帯外面に指押さえ痕を留める。外面はタテ刷毛調整。南四国地域に特徴的ないわゆる土佐甕の伝統をもつ壷

形態である。胎土はにぶい橙褐色で粗い砂粒は混じらず，当遺跡に一般的な土器胎土と異なることから，搬入

土器と考えられる。25 ～ 27 は中期末の形態を引き継ぐ在地系土器。29 は高松市上天神遺跡で多く知られる

「朱精製容器」（大久保 1995）である。焼成前の土器を半裁して体部を皿状に，底部を把手状に成形。表裏面

に丁寧なミガキ調整を加えて容器とする。内面全面と，外面把手部を中心に朱が付着する。また，側縁の割れ

L=22.6

L=22.6

L=22.6

朱精製容器

貼床層

炭化物分布砥石

0 3ｍ

0 10cm
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図１１ 竪穴住居 SH29 出土遺物実測図

口にも朱が付着することから，割れた状態で使用していたことがわかる。胎土は粗い砂粒を含む在地系である。

SH31 中央土坑より出土した。なお，28 の器台は A 区 SK11 出土品で，後期前半の土器に伴う。

　＜ SH29 出土土器＞（図 11）

　後期前半中相の土器資料である。口縁部に凹線を施文する個体も多いが，33 はすでに凹線文が退化する。

34 は口縁部内面の屈曲部稜線が失われ，緩やかなカーブに変化したもので，35 や 36 にも共通する。32 の直

口壷は後期初頭に多い器種だが，口頸境の突帯貼付位置がやや体部側に移行する。38 は口縁部を斜め下方に拡

張し，シャープに仕上げていることから，装飾高杯と目される。41 は後期後半に一般的な形態だが，後期前半

にも少数ながら組成する事例が多い。40 の凹線文をもつ大型鉢は中期後半に通有の形態を保持しており，伝統

形態を引き継ぐ。

0 10cm

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

写真 11　B 区全景（北西より） 写真 12　A 区 SH02・04（北より）
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図１２ 竪穴住居 SH04・SH09 および出土遺物実測図

 ＜ SH04・SH09 出土土器＞（図 12）

　SH09 は張出しをもつ方形住居で，埋土下部に多量の土器が投棄されていた。後期後半古相の一括資料である。

図化はしていないが，高杯脚部片と器台が目立つ組成である。45 の甕は凹線文を留めるが口縁屈曲部が弛緩

し，内面ヘラ削り調整が胴部の大半に及ぶ形態。47・48 は凹線文の退化や筒状体部の鈍化が認められる器台で，

当地域における器台の最終形態に位置づけられる。46 の鉢は，SH04 の 42・43 と同様に安定した平底ないし

上げ底の形態を留める。44 は出現期の小形壷である。

　＜ SH27 出土土器＞（図 13）

　後期後半古相の土器資料である。50 は依然として凹線文を留めた甕だが，口縁部が短く胴部上半の張りを失

っている。49 は口縁部が上方に立ち上がる特徴的な形態で，胴部上半は撫肩となる。吉備地域に通有の形態で

ある。胎土は在地系で粗い砂粒を含む。52 は底部に小孔を穿つ甑形土器である。
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　＜ SK08 出土土器＞（図 14）

　井戸状遺構の埋没途上に一括投棄された後期後半古相の土器資料である。口縁部に凹線文をもつ土器が消失

し，壷・甕ともに口縁部拡張を行わない。高杯は組成せず，58・59 の平底の鉢，57 の脚台付鉢が目立つ。60

のような粗い作りの支脚が組成する。55 の甕は外面ヘラ磨きがみられず，叩き成形後タテ刷毛調整のみで仕上

げるなど，従前の後期前半の属性を払拭した個体である。56 は SH27 の 49 と同様に口縁部を上方に立ち上げ

銅鏃

有段部留板痕跡

炭化物

分布

ＳＨ２７上層床面
ＳＨ２７最終床面

貼床有段部

0 3ｍ

49

50

51

52
0 10cm

図１３ 竪穴住居 SH27 および出土遺物実測図
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る形態だが，外面の凹線文はやや強めのナデに変化する。49 とは異なり，口縁部と胴部の境が強く屈曲し，胴

部の肩が張る後期前半的形態を留める。この形態の甕は平成 7 年度研修棟調査区 SK12 で出土した後期前半新

相土器群（森下編 1996）から認められ，当該期にかけて多くの遺構で出土する特徴的な形式である。東予地

域や備後地域の同時期資料に類似する形態がある（柴田 2000）。また，吉野川上流域では後期初頭から系譜を

たどることが可能な資料群もある。比較的広域あるいは遠隔地間で展開する形式とみられる。

　＜ SH02・SH42・SH44 出土土器＞（図 15 ～ 17）

　終末期の土器資料である。SH02 資料は住居廃絶後に一括投棄された一群で，61・64 ～ 66 の平底と 62 の

尖底が共伴する。65・66 は口径が 13 ～ 15cm とやや大きい割りに，器高も維持していることから，終末期古

相に位置づけられる。SH44 資料は安定した平底甕 68 と底部丸底の鉢が住居床面で共伴し，SH44 を切り込む

写真 13　D 区 SH55 全景（西より） 写真 14　B 区 SH27 下層床面（東より）

写真 15　B 区 SH27 有段部留板痕跡（南より） 写真 16　A 区 SK08 遺物出土状況（北より）

写真 17　D 区焼失住居 SH42（東より） 写真 18　D 区全景（東より）
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図１４ 井戸状遺構 SK08 および出土遺物実測図



－ 20 －

61

62 63 64

65

66

0 10cm

図１５ 竪穴住居 SH02 および出土遺物実測図
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図１６ 竪穴住居 SH44 出土遺物実測図
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図１７ 竪穴住居 SH42・44 および出土遺物実測図

焼失住居 SH42 出土の土器は尖底や丸底の口径 10cm 以下の小形鉢が目立つ。両住居の土器には底部形態等を

比較すると時期差を見出し難いが，小形鉢盛行に新出要素を看守できる。終末期中相～新相に位置づけられよう。
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0 20cm

歯牙

下顎歯牙 20本

上顎歯牙 17本

歯牙出土状態拡大

網掛けは棺蓋の遺存範囲を示す

図１８ 土器棺 ST01 実測図

＜土器棺墓＞（図 18）

　今回の調査範囲内で３基の土器棺墓を確認した。ST01・02 は B 区竪穴住居 SH27 と SH29 の間に隣接して

設置される。ST03 は D 区 SK39 を中央土坑として復元される後期中葉の竪穴住居や中期の掘立柱建物 SB18 を

切り込んで単独で設置される。いずれも棺材には中大形の壷を使用し，鉢ないし壷底部片を蓋材とする。設置

掘り方は ST01・03 が棺材より一回り大きく方形に掘削する。ST03 は棺材にほぼ密着した掘り方である。埋

設角度はいずれも斜めである。攪乱等によって全形をとどめるものはないが，棺材内部に転落した土器片とそ

れ以下の埋没土は良好に残る。

　ST01 棺材内埋土最下層は黒色のきめ細かい粘土で構成され，粘土中にヒ

トの歯牙が残存した。慎重に検出作業を行った結果，歯牙の平面分布が２

箇所に分かれ，両分布範囲に前歯から臼歯までが揃うことなどから，両ブ

ロックはヒト１体の上顎・下顎のまとまりと考えられた。各ブロックの歯

牙数は，下顎が 20 本，上顎が 17 本，出土位置不明の歯牙２本で合計 37

本の歯牙が確認できた。この数は成人の歯牙数 28 本と比較して 9 本多い。

乳歯から永久歯への生え変わりの状態であったことが推定できる。詳細な

鑑定を依頼中だが，現代の子供に当てはめると概ね 6 ～ 10 歳という年齢が

推定できる。 写真 19　ST01 棺内出土歯牙
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＜青銅器・玉類＞

　竪穴住居や掘立柱建物柱穴埋土中より青銅器や玉類が出土している。青銅器は一部の小片を除いて，すべ

て銅鏃である。形式が判明するものはすべて有茎式で，鏃身長が 2 ～ 3cm の小形品と，4.5cm の大形品があ

る。81 の大形品は鏃身中央に鎬と樋をとどめる。小形品は逆刺や茎に鋳造後の研磨が不十分さを残す。連鋳

式鋳型を使用した製品と推定される。後期後半古相～終末期の竪穴住居埋土中より出土したものが多い。床面

直上で出土したもの（SH27・SH35 など）もあるが，竪穴住居埋没途上の堆積土中から出土するもの（SH40・

SH42・SH44 など）も多い。前者は後期後半，

後者は終末期の住居に目立つ。また，後者

は竪穴住居廃絶後の窪みに投棄したものと

目される。出土分布を点検すると，C 区に

特に目立つ。

　玉類はヒスイ製勾玉１，碧玉製管玉２点，

ガラス小玉 19 点が出土した。多くは後期以

後の竪穴住居より出土しているが，管玉１

点は 1 間× 7 間の掘立柱建物 SB10 の柱穴

より出土しており，弥生時代中期後半古相

に位置づけられる。出土位置は特に偏るこ

とはない。また，特定遺構で多量に出土す

る事例はなく，竪穴住居を構成する柱穴の

図２０ 玉類・銅鏃出土位置

写真 20　B 区土器棺 ST01（北より） 写真 21　B 区土器棺 ST01（南より）

写真 22　竪穴住居出土の銅鏃
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図２１ 鉄器・砥石出土位置

0 5cm80 81

82 83 84 85

図１９ 銅鏃実測図

柱抜取跡より３点出土したにとどまる。

　ヒスイ製勾玉は長さ 1.1cm，厚さ 0.3cm の小形

品で，器体断面は矩形を呈す。穿孔は直径 0.2cm

（最大径）で，表裏両方から穿孔する。透明感のあ

る明緑色である。碧玉製管玉は長さ 0.95cm，直径

0.45cm と，長さ 1.2cm，直径 0.3cm で，いずれも

表面風化のない深緑色を呈す。表裏両方から穿孔す

るものと，一方からのみ穿孔するものがある。

　ガラス玉は直径 0.25cm ～ 0.45cm で，淡青色・

濃青色・明緑色などのバリエーションがある。

＜鍛冶関連遺構・遺物＞

　当遺跡で出土した弥生時代の鉄器は，現在

のところ確実なもので 1 ６点を数える。内訳

は鉄鏃３点，ヤリガンナ１点，板状鉄斧１点，

不明鉄器１１点である。ただし，いずれも銹

化が顕著で器種の認定は不確実である。現在

保存処理中であり，処理後の観察によって，

詳細が判明するものと考える。各鉄器の所属

時期は，後期前半に板状鉄斧が１点・不明鉄

器 3 点，後期後半から終末期に鉄鏃３点・ヤ

リガンナ１点，その他の不明鉄器が所属する。

出土遺構は竪穴住居が最も多く 1 ４点出土し

ており，他の２点は同時期の低地帯 SR02 出

土である。竪穴住居のうち鍛冶遺構と認定さ

れうる SH51 中央土坑（鍛冶炉）周辺では合

計 6 点の鉄器（鉄鏃１点，ヤリガンナ１点，

他は不明鉄器）が出土している。

　鍛冶関連微細鉄資料は表４のように 54 単

位の資料を水洗選別により抽出した。抽出遺

構は竪穴住居 SH51 関係と，SK39（未設定

竪穴住居の中央土坑）・SP1869（同じ竪穴住

居の柱穴）関係，それに SR02 の層位別資料

が加わる。さらに，平成 14 年度下半期調査

写真 23　竪穴住居等出土の玉類



－ 25 －

図２２ 竪穴住居 SH50・SH51（鍛冶遺構）実測図

SH50床面 2～3cm大の明赤橙色焼土ブロック

薄い炭化物層周縁隆起

SH51床面

SH50

SH51            

鍛冶炉
鉄製品

0 １ｍ

0 ２ｍ

0 ２ｍ

SH51鍛冶炉部分断面図

SH50・51平断面図

SH51平面図

SH50平面図

写真 24　鍛冶遺構 SH51 全景（北より） 写真 25　SH51 鍛冶炉断面１

写真 26　SH51 鍛冶炉断面２ 写真 27　SH51 鍛冶炉断面３
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図２３ 鉄器実測図

番号 出土遺構 器種 遺存部位 長さ（mm） 幅（mm） 厚み（mm） 所属時期 Ｘ線写真番号 備考
86 SH01 鉄鏃 ほぼ完形 終末期 6 柳葉式
87 SH51 鉄鏃 茎部以上 後期後半 17 柳葉式
88 SH06 鉄鏃 ほぼ完形 終末期 12 柳葉式
89 SH51 ﾔﾘｶﾞﾝﾅ 基部片 後期後半 8 裏スキ
90 SH29 板状鉄斧 ほぼ完形 後期前半 13 片刃
91 SH51 針状鉄片 微小 後期後半 2 非定形器種
92 SK39 針状鉄片 微小 後期後半 1 非定形器種
93 SH35 鉄片 － 後期後半 7 非定形器種
94 SH51 鉄片 － 後期後半 18 非定形器種
95 SH50 棒状鉄片 － 終末期 14 非定形器種
96 SH38 板状鉄片 － 後期後半 10 非定形器種
97 SH52 板状鉄片 － 終末期 11 非定形器種
98 SR02 上層 板状鉄片 － 終末期 9 非定形器種
99 SR02 上層溝下層 板状鉄片 － 後期前半 5 非定形器種

表３　鉄器・鉄製品一覧表

96 98

99 92

写真 28　出土鉄器・鉄製品 写真 29　鍛冶関連微細鉄資料
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表４　鍛冶関連微細鉄資料一覧表

遺構名 所属時期 取上単位 篩区分 構　成 重量 重量小計 所　　　　　　見

SH50 終末期
NZR-M0011 細 鍛錬　表面気泡 0.01

0.03
中央の浅い土坑の炭化物層より出土

NZR-M0012 細 球状滓 0.02

SH51 後期後半

NZR-M0014 粗 微小鉄片　鍛錬 0.08

0.26

SH51 は直径約６ｍの円形住居。南西に短い張出部をもつ。主柱穴は 4 ないし 5

本で中央に焼土・炭化物が顕著な土坑（直径約 60cm）が１基ある。

土坑上面は小粒焼土が集中。その下面に複数の炭化物層が広がる。土坑の周縁に

は，高さ約 5cm の高まりが廻る。

土壌試料は中央土坑及び埋土中から採取したもの。

調査中に「SH50 下層」として取上げた土壌は本来の床面より下の層位となるので，

SH51 の埋土上部とした。

NZR-M0015 細 0.02
NZR-M0016 細 0.03
NZR-M0017 細 0.01
NZR-M0018 細 0.01
NZR-M0019 細 鍛造剥片 0.01
NZR-M0020 細 0.01
NZR-M0021 細 0.02
NZR-M0043 粗 0.01
NZR-M0044 粗 0.01
NZR-M0045 粗 0.02
NZR-M0046 粗 0.01
NZR-M0047 細 0.01
NZR-M0048 細 0.01

SK39
SP1869 後期後半

NZR-M0023 粗 球状滓　微小鉄片 0.78

0.83

削平された竪穴住居の中央土坑。堆積層中に薄い炭化物層。ほかに針状鉄片が１

点出土。SP1869 は SK39 に伴う竪穴住居主柱穴と目される。なお，SK39 に近接

して，後期後半の土器棺 ST03 がある。ST03 は竪穴住居の埋土を切り込んで設営

されたもので，棺設置に伴う掘り方埋土より，同様の微細鉄資料が出土。

NZR-M0049 粗 0.02
NZR-M0050 細 0.01
NZR-M0051 粗 0.01
NZR-M0052 細 0.01

SR02 上層

NZR-M0003 粗 鍛造剥片　球状滓 0.04

5.13

SR02 は居住域に近接する低地帯

　弥生後期初頭頃に大方埋没するが，その後低地帯中央部に溝が掘削される。

溝は後期前半から土器等の廃棄場となり，後期後半に溝が埋没した後も，当初の

低地帯範囲一帯にまで土器等を大量に廃棄する。

廃棄された土器は終末期（庄内並行期）が下限。

上層　　　　　　終末期 

上層溝上層　　後期後半 

上層溝下層　　後期前半新相～後半古相 

上層溝最下層　後期前半

NZR-M0004 粗 0.91
NZR-M0005 細 0.56
NZR-M0006 細 1.69
NZR-M0007 粗 1.75
NZR-M0053 粗 0.03
NZR-M0054 粗 0.15

SR02 上層溝上層 NZR-M0009 細 1.49
2.34SR02 上層溝下層 NZR-M0008 細 0.76

SR02 上層溝最下層 NZR-M0010 細 0.09

写真 30　鉄器・鉄製品Ｘ線写真
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図２４ 砥石実測図

資料を加えたものである。微細鉄関連資料は竪穴住居中央土坑を中心として土壌を採取し，水洗選別により砂

粒を篩い分け，乾燥後磁着するもののうち，実体顕微鏡で観察して鍛冶関連と考えられるものを抽出したもの

である。これらには，微小な鉄片・表面が発泡したような薄い膜状のもの・球形を呈すものなどがあり，表面

に光沢のあるガラス質成分を含むと考えられるものもある。

　流路 SR02 上層からその下位の SR02 上層溝にわたる層位別土壌資料で定量的に微細鉄関連資料の重量を比

較すると，弥生時代終末期の SR02 上層に最も多く約８割を占め，下位にしたがってその比率が減少する。

　なお、たたら研究会大澤正己氏より一部の切片観察が行われ，弥生時代鍛造剥片に特徴的な三層構造は認め

られないというが結果が提示された。しかし，弥生時代鍛造剥片のすべてに三層構造がみられるわけではなく，

また，古墳時代以後の球状滓・鍛造剥片と比較すると，肉眼観察においてはきわめてよく似ているようである。

科学分析は今後も複数の視点・手法によって継続する必要がある。

　SH51 は直径 4.9 ｍで円形張出付の竪穴住居である。住居中央には通常の竪穴住居にみられるａ形態や b 形

態の炉跡ではなく，直径約 1 ｍで円形の周縁隆起を伴う深さ約 34cm の炉跡がある。隆起は一部地山削出，一

部は盛土で形成し，内部埋土の上半に層厚 1cm 内外の薄い炭化物層が複数面みられる。最上部の炭化物層の

窪みには直径数 cm 大の焼土粒が密集していた。この炉跡埋土および周辺の土壌に鍛造剥片，微小鉄片，球
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状滓が含まれる。　これとは別に床面が部分的に強く被熱し赤色化及び硬化する住居もある。SH04・SH10・

SH29・SH35 には複数箇所にそのような焼土面が認められた。さらに，平成 14 年度下半期調査の竪穴住居（H

区 SH1007）では住居の埋没途上に同様の焼土面があり，鍛冶関連微細鉄資料を伴う事例もみられる。　SH51

は鉄片資料が多く，炉跡形状も鍛冶炉と認定しうる形態をもつことから，ほぼ確実に鍛冶遺構と言えるが，そ

れ以外の竪穴住居においても，鍛冶関連微細鉄資料が回収されていること，また流路に多くの鍛冶関連微細鉄

資料があることからみて，当遺跡内では弥生後期以後，頻繁な鍛冶作業をおこなっていた可能性が考えられる。

鍛冶技術の水準や生産される鉄器の組成，他の遺跡と比較した場合の普遍性の評価など，今後検討すべき事柄

が多い。

＜砥石＞（図 24）

　出土した砥石は 5cm 前後の小形品から 30cm 大の大形品まで各サイズが揃い，方柱状，板状など 12 点がある。

100 は B 区 SH31 出土の安山岩製板状砥石である。板状石材を分割し側縁を敲打成形し，平坦な節理面を砥

面に使用する。砥面は短軸方向が平坦長軸方向に僅かな凹面をもつ。後期初頭に所属する。101 は A 区 SD13

出土の安山岩製板状砥石，102 は A 区 SH01 出土の流紋岩製方柱状砥石である。いずれも終末期に所属する。

103 は B 区出土の安山岩製板状砥石である。正面および側縁に砥面をもつ。後期後半土器群に伴って出土した。

このほか，103 と同サイズで断面多角形の流紋岩製砥面（SH39 終末期）も出土している。

　砥石の形態は中期末から後期前半（あるいは後期後半古相）までは安山岩製のものが多く，また 100 や 103

のような広い平坦面をもつものが多く，斧などの大型器種に対応する。一方，後期後半新相から終末期には流

紋岩製で砥面が比較的狭いものが多く，加工具等の小形器種に対応する。いずれも砥面は平坦か一方向にのみ

凹面をもつタイプが多く，表面に細かな研磨痕がみられる。当地域では弥生時代前期段階では砂岩製砥石が一

般的であり，中期以後に火成岩製砥石が増加する。石器用か鉄器用か判断するのは困難であるが，形状と量的

な増加傾向からみて鉄器用砥石の可能性が高い。

写真 31　E 区 SR02 上層土器群（東より） 写真 32　E 区 SR02 上層溝下層土器群（東より）

写真 33　E 区 SR02 上層溝断面（西より）
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＜流路 SR02 上層溝＞（図 26）

　SR02 はＤ区からＢ区へ東方向に流下した後，Ｂ区西側で急速に屈曲蛇行して西側のＥ区方向に抜ける自然

流路である。流路最下層には縄文晩期後半の突帯文土器を含む堆積層があり，その上部に弥生中期後半古相の

黒色粘土層，中期後半中相の灰色シルト層，最上部に中期末～後期初頭の褐色シルト層の順で堆積後，ほぼ埋

没する。一方，河川埋没後の低地中央には流下方向に沿って幅 3 ｍ，長さ 50 ｍの溝が掘削される。掘削位置

からみて，湿潤な後背湿地における排水意図が看守できる。溝は後期前半新相から後期後半古相にかけて多量

の土器投棄を伴いながら埋没し，終末期には当初の流路域を覆う範囲にまで広く土器投棄が行われる。出土遺

物は土器に限らず，溝下層では石器，焼土片，イノシシ・シカ・オオカミの歯牙・骨片，ガラス玉，銅鏃など

多彩な遺物が含まれる。生活域に近接した廃棄物投棄の性格が推定できる。溝下層，溝上層，さらに流路を最

終埋没させる終末期の流路上層の土壌を土嚢袋 10 袋づつ採取し，水洗選別して磁着した資料が先の微細鉄関

連資料である。

　溝出土の土器は遺存状態の良いものが多い。図 28 の 104 ～ 111 は後期前半新相と後半古相の時期幅をもつ

土器群である。106・107 は口縁部を上方に立ち上げる甕で，胴部は肩張りを留めるが，底部付近が突出しな

い後期後半古相の特徴を有す。当遺跡に多く出土する形態である。105 ～ 107 は B 区 SR02 上層溝の東延長部

でまとまって出土した一群である。

108 ～ 110 は E 区中央付近の土器

群である。109 は外面全面と口縁

部内面に赤色顔料を塗布する脚台

付鉢である。

　そのほか，116・117 は溝下層

で出土した完形の直口壷２点であ

る。116 は口縁部の立ち上がりが

長く肩の張りが顕著で，口縁部外

面に施された凹線文は退化しつつ

も明瞭である。底部は径が大きく

胴部下半のヘラ磨きが丁寧に施さ

れる。一方で 117 は器形・文様と

もに退化・弛緩が顕著である。前

者が中期的様相が強い後期前半

期，後者は後期後半に位置づけら

れる。

　118・119 は SR02 上層土器群

出土である。118 は小型化した

甕で底部は平底をとどめる。終末

期でもやや古相を示す。119 は

口縁部がくの字に屈曲する鉢で，

底部がほぼ球形に仕上げられる。

SH44 資料では両者が共存する。

　搬入土器あるいは搬入系土器と

目される土器も多い。112 は頸部

に断面三角形突帯，口縁部を内側

に折り返して拡張する手法など，

写真 34　E 区 SRT02 上層溝出土土器（112）

写真 35　E 区 SRT02 上層溝出土土器（108・117）
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図２５ 低地帯 SR02 上層溝土層断面図

図２６ 低地帯 SR02 上層溝出土遺物実測図１
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図２７ 低地帯 SR02 上層溝出土遺物実測図２

図２８ 低地帯 SR02 上層溝出土遺物実測図３
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豊後地域に特徴的な土器である。胎土中に結晶片岩を多量に含んでおり，豊後の結晶片岩分布地域（大野川な

ど）産の土器であろう。113 は胎土は在地だが口縁部外面粘土帯貼り付けをもつ広口壷である。形態的には土

佐地域に特徴的である。内面円形付文や外面の幾何学文様などは違和感がある。115 は茶褐色で黒色の輝石結

晶を多量に含む胎土の高杯である。形態・胎土ともに備中地域に似る。114 は底部成形が極めて粗雑な甕である。

終末期土器群に伴う。胎土はきめ細かく精良で，在地の胎土ではない。



－ 33 －

６．古代の遺構・遺物

　調査地周辺は戦後の開発により，条里型地割が乱れている。しかし，近代初頭頃まで丸亀平野の中央部と同

様の地割が広がっていたことを示す資料がある。弥生時代遺構を切り込んで，低地帯はもとより微高地上にお

いても，地割に沿った用水路と推定される溝を多数確認した。溝の堆積層は砂礫が多く含まれており，水流で

埋まった痕跡が明瞭である。丸亀平野では真北から 30 度西に偏った方向の条里地割が発達する。今回の調査

で確認した溝の走行方向は，この条里地割と一致するものが最も多い（以下，条里型溝とする）。また，一部

では正方位に走行する溝（正方位型溝とする）もあり，出土遺物と切り合い関係に基づいて，時間的変遷を辿

れる資料もある。ただし，溝出土の遺物は必

ずしもその所属時期を示している訳ではなく，

周辺遺構との関係から慎重に時期決定を行う

必要がある。もちろん，両方向以外の方向の

溝もある（非条里型とする）。

　このうち，SD17 は幅 4 ～ 5m 深さ 0.5 ～

1m を計る東西方向の条里型大溝である。堆

積層の一部には 8 世紀までの遺物しか含まな

い層があり，溝の掘削時期を示す。13 世紀後

半には周辺の礫を投棄しつつ完全に埋没する。

　一方，SD01 ～ SD03 はＡ区南東隅からＢ区

西側の SD17 に向かって，直線的に掘削され

た条里型大溝である。元来は１本の大溝であ

るが，撹乱や削平によって堆積単位ごとに遺

構区分して調査を行った。SD01 は８世紀代に

埋没を完了する溝である。ただ，部分的に深

い箇所もあれば浅い箇所もある。深い箇所は

溝下部を基盤土ブロックで埋め戻し，浅い箇

所と溝底を揃えた痕跡がある。最終的に褐色

シルト層で自然埋没するが，水流痕跡は明瞭

でない。SD02・SD03 はいずれも礫や粗砂の

堆積が顕著である。SD17 の最終埋没に連動す

るものと考えられる。このように南北方向と

東西方向の条里型大溝が交差する地点を調査

区内で特定することが可能性で

ある。SD17 と SD01 ～ 03 の交

点は，そのラインを延伸した場

合，丸亀平野条里地割の坪境線

に丁度重複する位置にあたる。

つまり，この両溝を坪境溝と認

定することが可能である。

   　そのほか，SD05 ･ 18 ･ 20 ･

21 などの正方位溝が 8 世紀埋

SD18     

SB02

SB01

SD05

SD31
SD33

SD24

SD17

SD01～03 

図２９ 古墳時代～古代遺構分布図

0 10cm

116

117

118 119

図３０ 条里関係遺構出土遺物実測図
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没の SD01 ･ 10 と共存する。これらの溝からは，７

世紀後半の須恵器も出土することから，掘削時期は

条里型溝より古くさかのぼる可能性が高い。なお，

条里地割と方向を違えて，間隔約 6 ｍで併走する非

条里型溝 2 条（SD24 ･ SD31）はいずれも 7 世紀中

葉を下限とする溝である。地割施工直前の状態を示

すものである。

７．まとめ
　今回の調査範囲は，平成 5 年度に発掘調査が行われた保育所調査区，平成 7 年度の研修棟調査区，平成 5 年

度の旧看護学校調査区をつなぐ南北 300 ｍの微高地想定エリアの中心付近に相当する。平成 8・９年度に調査

が行われた現看護学校調査区では，微高地縁辺の遺構と低地帯が明らかとなったが，今回の大規模調査では微

高地中央部の様相とそれに近接する弥生期の低地帯の一角が新たに判明した。

　戦後の再開発によって旧地形が失われている当該地域にあって，広範囲に調査を行うと微妙な地形の凹凸が

明らかとなる。遺構の基盤となる地層は扇状地堆積層形成の下限はこれまで縄文時代後期ごろと漠然と予測さ

れてきたが，今回黄色シルト層を開析して形成された SR02 最下層において縄文晩期後半の突帯文土器が検出

されたことにより，扇状地堆積の停止時期が概ね示された。A 区から F 区にかけて確認した SR01 の最下層では，

弥生時代前期前半新相の土器群が確認された。SR02 と比較すると浅く，最下層では基盤の黄色シルト層との

区分が困難な箇所もあるが砂礫堆積物はみられない。扇状地堆積停止後の様相といえる。以後，微高地と低地

の地形条件が安定し，微高地上には夥しい遺構が単一面で重複する様相が生じることになる。

　微高地上の遺構は，まず弥生前期の土坑が数基ある。出土した土器は前期前半新相である。遠賀川系の甕

とともに，口縁部無文の突帯文系壷，口縁部から大きく下がって刻目突帯を貼付する突帯文系甕など，突帯文

系土器属性が色濃く見られるた。坂出市下川津遺跡第 2 低地帯流路１の前期堆積層上層土器群（森下・信里

1998）に対応できる。前期から中期前半までの遺構は微高地全体に広がるものではなく，局所的な短期間居住

単位であったことが推定できる。

　弥生時代中期の遺構は前半新相（Ⅲ－３期）から認められる。掘立柱建物が最も多く，竪穴住居は中期末の

1 棟を確認したにすぎない。ただ，所属不明の柱穴も多く，削平されたこの時期の竪穴住居の存在も否定はで

きない。掘立柱建物は柱穴配置や柱痕跡の大きさからその多くを高床倉庫と考えた。高床倉庫が一定範囲に集

中する様相は，善通寺市西碑殿遺跡（Ⅳ－３期）に類例がある（廣瀬編 1995）。主軸方向が揃わない同様の掘

立柱建物が 10 棟以上まとまっており，今回検出した建物群の様相に近い。建物群の中央部分には１間×１間

の大形建物がみられ，柱穴や柱痕跡のサイズが他の建物より一回り大きく，重層的な構造をもつ建物と推定さ

れている（森下 1999）。

　今回確認した建物群には，調査した範囲の中央付近に１間×７間の大形建物がある。依然として直列する２

棟の建物である可能性も否定はできないが，これが一つの建物とするならば，他の建物と比べて桁行が極端に

長い建物となる。西碑殿例とは構造は異なるものの，このようにシンボル的な形態の建物が存在する点では共

通する。また，建物柱穴の掘形が方形を呈するのも特徴的である。西碑殿のほかに同市矢ノ塚遺跡，あるいは

丸亀平野内の同時期の遺跡では方形柱穴の建物が多い。高松平野以東では必ずしも一般的ではないことから時

期差あるいは地域差として抽出しうる可能性がある。建物構造の時期的変化も今後検討すべき課題である。

　弥生後期以後，調査範囲には多数の竪穴住居が構築されている。削平や攪乱等によって柱穴や中央土坑しか

写真 36　B 区条里溝 SD17 ほか（西より）
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残らないものも今後の整理によって多数抽出できる余地がある。後期初頭から終末期までの時期幅で各住居の

所属時期を検討する必要がある。竪穴住居の床面には貼床が普遍的にみられ、それに伴って有段部（ベッド状

遺構）をもつ形態が多い点は、今後住居様式の地域性を検討する材料になりうる。また、中央土坑の形状も他

地域との比較材料である。竪穴住居から玉類や銅鏃が多く出土している。特に銅鏃の出土は当地域の他の弥生

後期遺跡と比較しても特に目立っており、当遺跡の拠点性を反映する遺物かもしれない。

　今回の調査成果の注目点として、弥生時代後期から終末期の鍛冶関連遺構・遺物の出土がある。鍛冶炉とし

た SH51 中央土坑、SH51 他出土の非定形の鉄片類、竪穴住居や低地帯で水洗選別により抽出した鍛冶関連微

細鉄資料など、今回の調査範囲において鉄器の生産・加工等の活動を物語る複数の考古資料が得られた。SR02

上層溝では後期前半から終末期まで、微細鉄資料の時期的連続データを得た。もっとも、大澤氏による微細鉄

の科学分析では「調査した５点の微細遺物の鉱物組成は、暗黒色ガラス質スラグ（珪酸塩）中にヘーシナイト

（FeO ･ Al ２O3）系や他鉱物相を晶出していて、みなれた鍛冶・鍛打作業で派生する鉄酸化物構成鉱物（ヘマ

タイト：Fe ２O3、マグネタイト：Fe ３O ４、ヴスタイト：FeO）とは異なる」という結果により、鍛冶・鍛

打作業を直接反映する遺物ではないとの見解が示されている。また、球状滓や鍛造剥片等が生成される状況は、

1,000 度を超える高温環境が前提である。それを反映する羽口等の鍛冶具の存在が想定されるが、遺物洗浄が

9 割方完了した現在でもまだ確認できないことから、元来定形的な羽口はなかったものと思われる。したがっ

て、現段階では衆目一致の弥生時代鉄器生産資料とは必ずしも断定できないかもしれない。今後、分析資料の

峻別や分析方法の検討を経て、改めて本報告で評価すべき課題であるが、古墳時代以後の定形的な鍛冶具が果

たして弥生期にも普遍化できるかどうか、を検討する必要があろうし、また愛知県南山畑遺跡（天野編 1999）

のように明らかな鍛冶遺構に上記の三層構造をもつ「鍛造剥片」を伴わない資料もあることから、鉄器や鉄片

類の考古資料を基礎として、弥生期の鉄器生産をポジティブに検討する方向性も必要と考えられる。当遺跡の

みならず、当地域弥生鉄器の地域性追究と連携しつつ進めるべき作業である。また、仮に鉄器生産を積極的に

評価する場合、今回検出した鍛冶遺構 SH51 や微細鉄資料を抽出した各遺構の規模や形状は、当遺跡以外の弥

生集落において一般的な竪穴住居と比較して、著しく異なる点は見出せない。また SH51 の鍛冶炉とした遺構も、

炭化物層や焼土塊の存在といった外見上は、既存の竪穴住居中央土坑に類例を多く見ることができる。したが

って、鉄器生産が丸亀平野西部の拠点集落と評価される当遺跡における特殊性であるのか、あるいは微細鉄回

収などの調査方法次第で今後普遍的に鉄器生産の痕跡が見出せるようになるか、今後ほかの遺跡の調査状況と

も比較しつつ評価していく必要がある。

　今回の旧練兵場遺跡発掘調査は 4,000 ㎡という大規模な範囲の中で，微高地居住域が大部分を占める内容で

あった。これまで発掘調査が行われた近隣の彼ノ宗遺跡や弘田川西岸遺跡と同様に，居住域の具体的な内容が

広範囲で明らかになった意義は大きい。出土した遺物はコンテナ約 1,400 箱である。調査後の図面・写真デー

タは膨大で，今後の本報告作成に向けて検討・整理を行うべき事項が多いが、現段階で不十分ながらも作成し

た本書は、現在も引き続き行われている国立善通寺病院改修事業に伴う発掘調査現場の前線において，問題意

識の深化や確認すべき重要事項の抽出，調査の鮮鋭化に寄与できるものと考える。

　発掘調査に当たって様々な視点から分析・助言・提言をいただいた調査協力者を記し，最後になりましたが

深く感謝の意を表する次第である。

石黒立人・梅木謙一・大久保徹也・大澤正己・金田章裕・坂本憲昭・佐藤亜聖・佐藤寛介・角南総一郎・

田崎博之・出原恵三・長友恒人・林 大智・松井 章・松木武彦・村上恭通・吉田広
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所収遺跡名 所在地
コード 北緯

゜′″

東経

゜′″
調査期間

調査面積

㎡
調査原因

市町 遺跡番号

旧練兵場遺跡

香川県善通

寺市仙遊町

2-1-1

37204
34 度 13 分

36 秒

133 度 46

分 20 秒

2001.4 ～

2002.7
4,000

国立善通

寺病院改

修
遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旧練兵場遺跡 集落跡 弥生時代・古代 竪穴住居・掘立柱建物・

土坑・土器棺墓・溝

弥生土器・石器・鉄器・

青銅器・玉類・須恵器・

土師器・瓦器

弥生後期

の鍛冶遺

構


